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サブオーロラ帯において夜間観測されるMSTIDの特徴と波源

Characteristics of nighttime medium-scale traveling ionospheric
disturbances in subauroral region
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中規模伝搬性電離圏擾乱（MSTID）は地球上の至る所で観測される。中緯度帯においてはこれ
まで多くのASIを用いたMSTIDの観測例が報告されているが、高緯度帯においては、オーロラ発
光に邪魔されることもあり、同手法によるMSTID観測はなされていなかった。高緯度帯におけ
るMSTIDの観測例としては、例えば、EISCATによる中性風の観測などでオーロラオーバルから
外側に向かう大気重力波の発生を示唆する報告がOyama et al.[JGR, 2001]によってなされてお
り、またSuperDARNによって観測される昼間側のMSTIDに関する研究が報告されている[e.g.
Bristow and Greenwald, JGR, 1996]。我々は、アラスカに設置した全天型イメージャ（ASI）を
用いて、サブオーロラ帯の酸素原子630.0-nm発光中に夜間出現するMSTIDを観測することに成
功し、この観測から、高緯度帯におけるMSTIDの特性を調査してきた。この観測のユニークな
点は、同時に観測されている準共回転オーロラ[Kubota et al., GRL, 2003]の動きからMSTIDの存
在する領域の電場の向きが推定できる点、またファブリーペロー干渉計を用いた中性風の観測が
同時になされている点である。
我々はアラスカ上空で夕方頻繁に観測される中規模波動伝搬現象について、その特性及び背景場
（風、電場）との関連を調査した。その結果は、この現象がプラズマ不安定では説明できず、ま
た、背景風との相関が大気重力波の特徴を備えていることを示した。また、観測されたMSTID
を大気重力波と仮定し、トラジェクトリ解析を行ったところ、オーロラオーバルの低緯度側境界
付近に波源があることが示唆された。
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